
松本ひでとし
松本ひでとし後援会事務所  〒332-0017　川口市栄町2-12-27-101 TEL:048-430-7291 FAX:048-258-2233

川
口
市
議
会
議
員

ーー川口で安心して暮らせる街づくりーー

ーひとつひとつを確実に！ー 〈討議資料〉

活動レポート
Vol.5

R6当初

（前年度比 + 209億4,860万円）
4,608億2,960万円 〔　　　　　　　　　　　　　〕一般会計 2,554億6,000万円 （+218億8,000万円） 

特別会計 1,449億5,560万円 （+ 3億 460万円）
企業会計 　604億1,400万円 （△ 12億3,600万円）

川口市令和6年度当初予算の総額とポイント

合　計
2,554億
6,000万円

合　計
2,554億
6,000万円

・主な増要因は、市税収入の約21億円の増や、歳出に記載の事業
の進捗等に伴う市債の約102億円の増によるもの。
・主な減要因は、新型コロナウイルス関連補助金の約45億円の
減、地方財政計画を踏まえた臨時財政対策債の12億円の減によ
るもの。
※ いわゆる「定額減税」による影響は反映していない。

・主な増要因は、新庁舎、総合文化センターの改修に伴う総務費の
増（約203億円）や、仲町小学校の改築等に伴う教育費の増（約67
億円）によるもの。
・主な減要因は、グリーンセンター再整備事業の見直しに伴う農業
費の減（△約23億円）や、借換債の減に伴う公債費の減（△約91億
円）によるもの。

分担金及び負担金
10億2,454万円
地方譲与税
9億9,500万円
法人事業税交付金
8億7,000万円
地方特例交付金
7億4,000万円

株式等譲渡所得割交付金
6億5,000万円
その他

14億2,443万8千円

一般会計【歳入】

市税
1,015億4,447万5千円
（+20億6,072万4千円）

国庫支出金
478億3,799万4千円
（+5億6,192万4千円）

市債
377億6,560万円

（+101億7,330万円）

繰入金
168億9,821万9千円
（+63億1,384万6千円）

県支出金
138億6,371万5千円
（△2億5,411万7千円）

地方消費税交付金
128億円（△7億円）

諸収入
63億2,954万円

（+12億2,435万6千円）

使用料及び手数料
55億6,647万9千円
（+1億1,207万7千円）

地方交付税
46億5,000万円

 （+20億5,000万円）
繰越金
25億円

農業費
11億5,721万4千円

議会費
9億2,761万9千円

商工費
8億5,867万3千円

労働費
2億9,015万8千円
予備費 2億円
諸支出金 1千円

民生費
1,057億4,501万3千円
（+62億9,251万9千円）

総務費
374億1,280万9千円
（+203億136万7千円）

教育費
337億239万6千円

（+66億7,655万6千円）

衛生費
272億7,852万5千円

（△19億4,752万2千円）

土木費
246億3,872万円

（+33億3,415万7千円）

公債費
158億50万8千円

（△91億1,146万9千円）

消防費
74億4,836万4千円

（△13億7,166万5千円）

一般会計【歳出】

Point さらなる子育てしやすいまちへ
●子ども医療費支給事業【拡充】

 （子育て支援課）25億9,281万9千円
• 令和6年10月診療分から対象年齢を拡充
　①高校生年代（18歳）まで
　②入院、通院いずれも対象（継続）③所得制限なし（継続）
●出産・子育て応援事業【継続】

（地域保健センター）4億5,753万6千円
●児童手当支給事業【拡充】

（子育て支援課）97億893万5千円
• 令和6年10月分（12月支給分）から拡充。
　①所得制限の撤廃　②支給年齢の拡充（18歳まで）
　③第3子以降の支給額の拡充（3万円）
●放課後児童クラブ施設運営費【拡充】

（学務課）14億9,793万1千円
・夏休み等の学校の長期休業中に放課後児童クラブを利用す
る児童のうち希望者に対し、昼食用の弁当の提供（有料）を
開始。

・「川口駅周辺ま
ちづくりビジョ
ン」（令和4年3
月策定）におけ
る鉄道輸送力の
増強を目的とし
た「交通拠点の
リニューアル」
や、駅周辺の良
好な居住環境や
歩行空間の創出を図る「まちなか再生」など、優先的に
取り組む5つのプロジェクトを推進。

●川口駅周辺まちづくり検討事業【継続】
（都市計画課）1,673万1千円

・川口駅周辺まちづくりビジョンの実現に向けて、鉄道用
地拡張等による既存構築物への影響や改修方法について
検討。

●六間通り線機能・魅力向上事業【継続】
（道路街路課）6億1,430万9千円

・川口駅と川口元郷駅の間を繋ぐ六間通り線の円滑な乗継ぎ
環境や、快適で魅力的な沿道空間の創出に向け取り組む。

Point 川口駅周辺の都市基盤整備【継続】



川口駅再整備基本計画（案）概要（施設計画）
ホームの増設

○停車対象とする中距離電車
・再整備が必要である理由を踏まえ、
上野東京ラインを停車対象とする

※湘南新宿ラインは埼京線と線路を
共有しており、その影響を受ける
ため、更なる本数増加は困難な
状況であると考えられ、
また、緊急時の代替性が低い
※沿線の開発例として、上野東京
ラインと直結する「羽田空港
アクセス線(仮称)東山手ルート」
が挙げられ、その実現により
羽田空港へのダイレクトアクセス
が可能となる

川口西公園地下
駐輪場民地

凡 例
鉄道用地拡幅予定ライン
鉄道用地現況ライン

川口西口緑地

○整備位置
・既存の京浜東北線ホームの西側に新設
・ホーム新設に伴い、西口方向への鉄道用地の
拡幅が必要となるが、拡幅用地は、市有地に
収まり、民有地の取得は不要と想定している

上野東京ラインの優位点 再整備の必要理由

鉄道輸送力の高さ
（輸送人員・代替性）

沿線の開発見込

住み続けたいまち

さらなる選ばれるまち

関係人口の拡大

コンコースの整備
○求められる要件
①京浜東北線と上野東京ラインの両路線に
係る流動に対応した旅客動線の幅員確保
②京浜東北線のホームへの旅客動線と
施工場所との隔離
③コンコースを京浜東北線のホームと
上野東京ラインのホームの間に配置
④現在のコンコースの位置から大きく変わら
ない位置とすること

○整備位置
・既存の駅舎内通路と駅北側に位置する歩行者
デッキの間に、コンコースを建て替える
※既存駅舎の活用には、大規模な改修や複雑な施工
計画の立案が必要。また、駅舎の大部分が
築後50年以上を経過しており、ホーム新設を
契機として、川口駅の再整備が必要である

自由通路・改札の整備

改 札

改札が路線の間にある場合の流動イメージ図
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【 計画案 】 川口総合文化センター
リリア

上野東京ラインホーム 京浜東北線ホーム

イート川口
（旧丸井）

キュポ・ラ

改札口

○整備位置
・事業費等の観点から、下表のＢ案を軸に検討中。

整備案 事業費 利用者
への影響

まちづくり
への影響

Ａ
案

× ○ ○

自由通路の復元を
伴うため、
相対的に高い

影響はなし 影響は軽微

ＢＢ
案案

○ △ ○

既存デッキを活用
するため、
相対的に安い

駅前広場の
ｴｽｶﾚｰﾀｰの
設置場所等
について
要検討

相乗効果が
期待

改札口

自由通路復元

改札口

既存デッキの活用 ・JR東日本での駅舎の検討に併せて、
商業施設整備に係る検討状況を
注視しつつ、改札口を複数と
することの可能性について検討

○改札口を複数とする可能性

店舗棟

駅
業
務
棟

京浜東北線ホーム

電気室棟

上野東京ラインホーム

これからも分かりやすく
　お伝えしていきます。
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・B案は、既存デッキを北側に拡幅し
屋根を設置すること

ブルを推進可能

○既存デッキの拡幅等の可能性

まちなかウォーカで、

改札口
既存デッキの活用

+
自由通路の拡幅・屋根設置

※計画内容については、今後、市が市民の
　皆様へ丁寧に説明していくとのことです。


